
九州建設専門学院
問い合せ先 試験及び受験対策講座については

〒810-0001 福岡市中央区天神1-3-38

電話0120-09-4341
九州建設専門学院

問い合せ先 試験及び受験対策講座については

〒810-0001 福岡市中央区天神1-3-38

電話0120-09-4341

浄化槽設備士試験国土交通大臣交付 建設業経理士／建設業経理事務士試験国土交通大臣交付

浄化槽設備士の資格取得まで

浄化槽設備士試験

受験申込　4月上旬～4月中旬

受験通知　5月下旬頃発送

試験実施　6月上旬

合格発表
8月上旬頃通知（合格者）

免状交付申請手続

免状交付時期　9月中旬頃

浄化槽設備士

②建設業法による1級又は2級管工事施工管理技術検定に合格した者

③職業能力開発促進法（旧職業訓練法）による技能検定のうち検定職種を1級

又は2級配管（建築配管作業）とするものに合格した者

（同法による給排水衛生設備配管又は配管工事を含む）

学　　歴

上記以外

浄化槽工事に関する必要な実務経験年数

大学または旧大学の卒業者

短期大学、高等専門学校
（5年制）または旧専門学
校の卒業者

高等学校、旧中等学校また
は旧実業学校（甲種）の卒
業者

指定学科 指定学科以外

卒業後1年以上 卒業後1年6ヶ月以上

卒業後2年以上 卒業後3年以上

卒業後3年以上

8年以上

卒業後4年6ヶ月以上

★試験地、試験日時

　試験地

　試験日時

　受付及び入室時間

　問題配布と注意

　試験時間

　受験料

仙台・東京・名古屋・大阪・福岡

6月上旬

なお、当日の時間割は、次のとおりです。

9：30まで

9：45～10：00

10：00～15：00

17,800円

①学歴と必要な実務試験年数

★受験資格

（1）浄化槽設備士試験の受験資格について

　次の①、②、③のいずれかに該当する者は、受験資格があります。

1級【原価計算・財務諸表・財務分析】・2級・3級・4級
建設業経理士及び
建設業経理事務士の資格取得まで 3月中旬（1級・2級・3級・4級）及び９月上旬（1級・2級）

検定試験は、その難易度により1級から4級までの4つ

の級に分かれて実施されます。各級の内容と程度は、

次のとおりです。なお、1級は財務諸表、、財務分析、

原価計算の3科目からなり、3科目すべてに合格した時

点で、1級の資格を取得することができます。

ただし1級の場合、科目合格の有効期限は5年です。

試験日

試験時間・出題数

試験内容

★経営事項審査について

　2級以上の建設業経理士は、公共工事の入札に係

る経営事項審査の評価対象となっています。

★同日受験について

　受験の申し込みの際には、1つの級（1級は科

目）を選んで申し込みできるほか、複数の級

（科目）を選んで申し込む事もできます。尚、

級（科目）の組み合わせについては、以下の通

りとなっています。

★受験資格

　どなたでも、希望の級を受験することができま

す。

★試験日時・試験内容

建設業経理士／建設業経理事務士検定試験

受験申込
11月上旬～11月下旬

試験実施　3月中旬

合格発表　5月下旬

受験申込
5月中旬～下旬

試験実施　9月上旬

合格発表　11月中旬

建設業経理士／建設業経理事務士

申し込みができる組み合わせ

1級2科目

1級3科目

2級と3級

3級と4級

申し込みができない組み合わせ

1級各科目と2級

1級各科目と3級

1級各科目と4級

2級と4級

2級と3級と4級

1級（1科目）

1級（3科目同日受験）

1級（2科目同日受験）

2級

………………7,500円

…13,600円

…10,600円

………………………6,400円

2級・3級（同日受験）

3級

3級・4級（同日受験）

4級

……11,500円

………………………5,400円

……9,500円

………………………4,400円

級

1級（原価計算）

4級

1級（財務諸表）

3級

1級（財務分析）

2級

入室時間

9：20

9：20

11：50

11：50

14：00

14：00

試験開始時刻

9：30

9：30

12：00

12：00

14：10

14：10

試験終了時刻

11：00

11：00

13：30

14：00

15：40

16：10

試験時間

1時間30分

1時間30分

1時間30分

2時間

1時間30分

2時間

出題数

5題

4題

5題

5題

5題

5題

級別

1級

2級

3級

4級

札 幌
青 森
盛 岡
仙 台
秋 田
山 形
福 島
水 戸

宇 都 宮
前 橋
さいたま
千 葉
東 京
横 浜
新 潟
富 山

金 沢
福 井
甲 府
長 野
松 本
岐 阜
静 岡

名 古 屋
　 津 　
大 津
京 都
大 阪
神 戸
奈 良

和 歌 山
倉 吉
松 江
岡 山
広 島
山 口
徳 島

高 松
松 山
高 知
福 岡
佐 賀
長 崎
熊 本

大 分
宮 崎
鹿 児 島
宜 野 湾

内容

建設業原価計算、財務諸表
及び財務諸表分析

建設業の簿記・原価計算及
び会社会計

建設業の簿記・原価計算

簿記のしくみ

程度

上級の建設業簿記、建設業原価計算及び会計学
を取得し、商法その他会計に関する法規を理解
しており、建設業の財務諸表の作成及びそれに
基づく経営分析が行えること。

実践的な建設業簿記、基礎的な建設業原価計算
を修得し、決算等に関する実務を行えること。

基礎的な建設業簿記の原理及び記帳並びに初歩
的な建設業原価計算を理解しており、決算等に
関する初歩的な実務を行えること。

初歩的な建設業簿記を理解していること。

の48地区

★試験地

★受験手数料

30
受験ガイダンス

29
受験ガイダンス

受験ガイダンス 受験ガイダンス




